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３回公演



ごあいさつ
小さな町の小さなホールが初めて手掛ける新作オペラ。国立市出身の作家・多和田葉子さんの書下ろし台本で

市民が重要な役割を担う作品が今、この世に現れようとしています。
当ホールでは 2016 年から、多和田さんとの企画を進めてきました。その 5回目である今年は

芸術小ホールが建って 35年目でもあり、市民とともに歩んできた証の一つがこのオペラに込められています。
第一線で活躍するプランナー陣、出演者、スタッフと市民の力を結集し、此処でしか創り得ない舞台を

お越しいただいたお客様、これまで当ホールに関わってくださった方々へ大きな喜びとともにお届けします。
本日は新たな芸能の誕生にお立ちあいいただき、まことにありがとうございます。

くにたち市民芸術小ホール

多和田葉子　複数の私　Vol.05　+　 芸小クリエイションシリーズⅢ

くにたちオペラ『あの町は今日もお祭り』
作　：多和田葉子　／　作曲：平野一郎
演出：川口智子　　／　振付：北村成美

【出演】
吉川真澄（ソプラノ）、渡辺ゆき（メゾソプラノ）、
中嶋俊晴（カウンターテナー）、平野太一朗（テノール）、
奥秋大樹（バス）、滝本直子（俳優）、山田宗一郎（俳優）、
北村成美（ダンサー）

【楽隊】
池上英樹（マリンバ・打楽器）、多久潤一朗（フルート）、
鈴木広志（サクソフォン）、佐藤芳明（アコーディオン）、
西谷牧人（チェロ）、悪原至（打楽器）、齋藤綾乃（打楽器）、
新野将之（打楽器）、三神絵里子（打楽器）

【スタッフ】　
舞台監督………伊東龍彦　／　照明………横原由祐
美術………谷口智子　／　衣裳………giee 岩戸洋一・本柳里美
衣裳助手………佐々木礼子　
コーラスマスター………谷本喜基 ／ コーラス指導………吉川真澄
稽古ピアニスト………水戸見弥子・横山希・高山美佳　
スティルト指導………せせらぎ（古賀彰吾）　
振付助手………定行夏海
スチル撮影………宮川舞子　／　動画撮影・編集………遠藤晶　
制作………斉藤かおり（くにたち市民芸術小ホール）

邦楽器協力………茂手木潔子　
パンフレット原画・題字……川口智子 ／ パンフレットデザイン……さいとう歩美

第1 幕

第3 幕

第5 幕

第2 幕

コーラス： （五十音順）

アンサンブル（歌わない人）
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塩野遼
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横山結

永田那由多

橋本果音
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空
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横川咲希

なかむらなおき

市民レポーター　伊澤文彦

井上龍達

棚田真理子

大岡哲

藤原れいあ
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森口ありあ

中川鈴音

守谷海音

羽根田瑞希

山上あきら

渡部佑有

第4 幕

「天満宮のお祭り」

「むずかしい時代」

「あまのじゃくのあまのがわ」

「ヤヤホの宿」

「昭和の未来都市」

クーニ―	 守谷玲音（4/30・5/3）、横川咲希（5/2）
金魚	 吉川真澄（ソプラノ）、渡辺ゆき（メゾソ
	 プラノ）、中嶋俊晴（カウンターテナー）、
	 平野太一朗（テノ―ル）、奥秋大樹（バス）、
	 北村成美（ダンサー）
クーニ―の姉	 武田あやめ（4/30・5/2）、横山結（5/3）

子供	 齊藤りう、塩野遼、成松こだま、橋本果音、
	 松見安珠、守谷玲音、横川咲希
祖母	 奥秋大樹（バス）

ターチ（おとな）	 中嶋俊晴（カウンターテナー）
ターチ（こども）	 齊藤りう、永田那由多（4/30・5/3）
	 塩野遼、松見安珠（5/2）
クーニ―	 守谷玲音（4/30・5/3）、横川咲希（5/2）

宿の女主人	 渡辺ゆき（メゾソプラノ）/北村成美（ダンサー）　
旅の男	 平野太一朗（テノール）/　山田宗一郎（俳優）
旅の女	 吉川真澄（ソプラノ）/　滝本直子（俳優）
犬婿の声	 中嶋俊晴（カウンターテナー）
柱神	 伊藤美樹、永田那由多、橋本果音／
	 北村成美（ダンサー）

少女１	 井田美恵子（5/2）、空（4/30・5/3）　
少女２	 武田陽子（4/30・5/3）、
	 T.Torii、松沼かす美（5/2）
少年１	 池原毅和（4/30・5/3）、佐藤和正（5/2）
少年２	 遠藤直彰（4/30・5/3）、大岡哲（5/2）

あらすじ
天満宮のお祭りの夜。遠くから聞こえてくるお囃子。「でんでこ　でこでん」。その匂いに誘われ、祭りの夜にひとり迷い込んだ

クーニーが出会ったのは、この地に大洪水と豊穣をもたらす金魚。金魚が歌う
「君の探している人は　百年前に死んでしまったかもしれない　百年後に生まれてくるのかもしれない」。
縄文から現代まで、多和田葉子が描く国立の精神地図が、くにたちの境界を超えて世界の今を見せる。



多和田葉子　Yoko TAWADA

作家・詩人

ベルリン在住。国立市立国立第五小学校、第一中学校を経て、
都立立川高校、早稲田大学文学部を卒業。日本語、ドイツ語で
の創作が世界的に高く評価されている。芥川賞、野間文芸賞、
早稲田大学逍遥大賞のほか、2016 年クライスト賞、2018 年
全米図書賞受賞。高瀬アキとの音楽性に富む朗読パフォーマン
スを継続し、さいたまトリエンナーレに招聘されるなど活動は
多岐にわたる。2017 年くにたち文学賞審査員に就任し地域文
化の発展に貢献。また 2018 年 1 月開催のケルン詩祭芸術監督
に就任。2019 年度朝日賞受賞、2020 年紫綬褒章。

平野一郎　Ichiro HIRANO

作曲家

2001 年より作曲活動を本格開始、京都を拠点に日本列島の風土
や伝承に根差した創作を展開。響きや調べ、声と言葉の根源をた
ずね、失われた身体性・全人性を呼び覚ます音楽世界を志す。日
本交響楽振興財団作曲賞最上位・日本財団特別奨励賞、青山音楽
賞、京都市芸術新人賞、現音富樫賞、藤堂音楽賞、京都府文化賞
奨励賞等受賞。ISCM 世界音楽の日々 2008 入選。2017 年より出
雲芸術アカデミー・コンポーザーインレジデンス拝命、未来の伝
統芸術を謳う「連作交響神樂」（全九部作）進行中。2019 年正月
NHK8K 番組《落慶～奈良・興福寺～》音楽制作。他、代表作に「モ
ノオペラ〈邪宗門〉」「四季の四部作」「八幡大縁起 ( はちまんだい
えんぎ )」「鱗宮 ( イロコノミヤ ) △交響曲」「蜃氣樓 ( しんきろう ) ●
協奏曲」「胡絃乱聲 ( こげんらんじょう )」「とこよのはる」等がある。

川口智子　Tomoco KAWAGUCHI

演出家

東京学芸大学大学院修了。佐藤信に師事。2008 年より演出活
動を開始し、海外劇作家の翻訳上演、アジアのアーティストと
の協働作業、音楽・ダンス・伝統芸能等ジャンルを超えた創作
を多数展開。イギリスの劇作家サラ・ケインの戯曲上演に長年
取り組み、代表作のコンテンポラリー・パンク・オペラ『4 時
48 分 精神崩壊』(2020 年初演 ) は、イギリス・コロネット劇
場への招へいが決まっている。そのほかの演出作品に多和田葉
子複数の私 Vol.3『動物たちのバベル』（2018 年）、音楽劇『メ
ドゥーサの罠』（2016 年、主催：草津夏期国際音楽アカデミー
& フェスティヴァル、清水寛二との共同演出）など。『多和田
葉子／ハイナー・ミュラー　演劇表象の現場』（東京外国語出
版会）、『多和田葉子の〈演劇〉を読む』（論創社）に創作ドキュ
メントを執筆。東京学芸大学非常勤講師、立教大学大学院兼任
講師。　www.tomococafe.com

　はじめは 2017 年の夏だったか。くにたち芸小ホールの斉藤かお
りさんが相模湖交流センターでの inc.percussion days（加藤訓子
さんプロデュース）にて上演された拙作「秋の歌」（女声：吉川真
澄さん）をお聴きになった。翌 18 年 3 月“出雲の春”にお越しに
なり、19 年 3 月演出家・川口智子さんと連れだって再び来雲、今
度はお二人で交響神樂の初演に立ち会われた。それから程なく新作
オペラ作曲の白羽の矢が飛んできた。
　同年秋、驚くほど早く届いた多和田葉子さんの台本は、それらし
いオペラのリブレットとは無縁の潔さで、役名以外はト書きもなく
声種も楽器も構成も指定なし。こちらの全てが問われる、だからこ
そ願ってもない形。何よりその溢れ弾ける言葉に出会って己の中の
音楽が待ってましたと歓喜踊躍しはじめた。
　髪逆立てて貪り読んだある夜の夢の中、第一幕に登場する金魚（＝
元ヲロチ）が色とりどりの多声で織り成された歌をうたいだし、こ
れは金魚のマドリガーレだ！と飛び起きてノートに「五人一役！」
と記したのを皮切りに、指揮者なしの楽隊、時を刻む打楽器群、歌
手／俳優の二人一役、どうぶつこどもシュプレヒコール、本編各幕
の導入楽とりわけ道行δの空想祭儀（呪文テクスト：川口智子さん）

など、演出家との濃密なやりとりを重ねるうちに呆れたアイデアが
次々と堰を切り、構想はひとりでに膨らんでいった。
　2020 年、地球まるごと見えない水に浸されて日常と非日常が
ひっくり返り…静まりかえった世界を尻目に台本の言葉の海へ深海
魚になって潜り込み、毀れた星空のもと闇深き水底に光るコトダ
マオトダマをひとつまたひとつ、耳を澄ませて追いかけ追いこし、
20 年末にラフスケッチ、21 年秋にヴォーカルスコア、22 年正月
にフルスコアを完成。全身全霊の稽古を重ね、いよいよ春も盛りを
迎えて、5 人の歌手・2 人の俳優・1 人の舞手・9（5+4）人の楽
隊に煌めく猛者が集い、ここに生きる人々が身体ごとコロスとなっ
て、声なき声を含む聲という聲が呼び交わす瞬間を待つ。
　時の番人司るオペラという装置は、バロックの言葉の通り、声の
楽園たるルネッサンスの廃墟に現れた、もとより壊れた劇場であ
る。その不可能性への挑戦を真に叶えたわずかな傑作たちを踏まえ
つつ、現代に至る既存のオペラの纏った様々な通念を捨てて根源か
ら掘り起こし、かけがえのない風土と現在が鬩ぎ合う響きの真只中
で、音楽・言葉・舞踊・すべてが渾然一体に立ち上がるもうひとつ
の祭を目指して――生まれてきたのは…

プログラムノート
記・平野一郎

幕開　ヤヤホ天神祭囃子

第 1幕
天満宮のお祭り

でんでこでこでんの祭り囃子（コーラス）に賑わ
うヤヤホ天神の境内。ひとりのコドモ（クー
ニー：童声）に夜店の金魚（ソプラノ／
メゾソプラノ／カウンターテナー／
テノール／バス）がこっそりと
世界の秘密を喋り出す。

道行γ　フジミミ台円
ワ

舞
ル

曲
ツ

第 4幕
昭和の未来都市

フジミミ台の学校から絶え間なく流れる3×3
拍子のへんてこワルツに乗って少年少女（市民ソリ
スト）が踊り歌う。ヤヤホの山を削って出来た新住
民のユートピアの空を、希望と善意と正義の過
剰が息もつかせぬほど隈なく埋め尽くし、
抵抗する動物たちの異議申し立てをか
き消して、晴れがましい未来讃歌
1966（コーラス）が鳴り響く。

道行α　タタマ川端犬婿入行列

第 2幕
ヤヤホの宿

犬婿の声（カウンターテナー）が彷徨う江戸情調
に浸されたタタマ川沿いの宿屋のひと時。宿の女
主人（メゾソプラノ）が微笑み浮かべて唄い
懸ける魔法に、旅の男／旅の女（ソプラ
ノ＆俳優／テノール＆俳優）の心中
物語が、たまらん坂へと思いも

寄らぬドンデン返し。

道行δ　ヤポネシアン弥
ミ

撒
サ

第 5幕
あまのじゃくの
あまのがわ

謎めいた秘祭が執り行われる水底を踏み破って抜
けでた天空、不思議な老人（おとなターチ：
カウンターテナー）とその眷属（こども
ターチ：童声）に導かれ、全曲を恐
るべき形で包摂する、油断大敵

の大団円へ。

道行β　クニタタズ行進曲

第 3幕
むずかしい時代

きな臭い近未来のディストピア日本。「くにたたな
くてよし」と連呼するアナーキーな群衆（コー
ラス）の声に縁取られた、祖母（バス）
と孫（童声）の生存賭けたユーモラ

スな対話。

いつも見ていると、特別なものには見えな

いかもしれない。多摩川、谷保天満宮、富

士見台団地、大学通り。近くにあった時に

は、別に気にとめることもなかったが、長

年離れて暮らしていてふりかえると、社会

の変化や共に生きた人々の想いがたくさん

埋まっている。記憶を揺り起こすのは、歌

の力ではないかと思う。声と声が重なるの

は、そしてそれが耳に届くのは、なんて不思議なことだろう。ドイツで

暮らし始めてちょうど４０年になる。早くパンデミックやロシアのウク

ライナ侵略が終わって又国立へ行ける日が来るのを楽しみにしている。

くにたちオペラのひらく時空は、なんとなく

懐かしいけど、どこか少しずつ狂って歪ん

で拗れて軋んで、だからこそ隠されたホン

トウがふつふつ浮かび上がる場処。コドモ

とオトナと動物と異形がざわざわ往き交う

もうひとつの国立、もうひとつの日本、も

うひとつの世界。邪（蛇）道即王道。ここ

に生きる人々がコロスとなり龍となり、風

土をはらんで天空に飛びたつ、置き換えられない響きに満ちた新しい日

本語オペラの世界へ、耳を澄ませて、目を凝らして、心を開いて、魂を

遊ばせて！

劇場の春。

人が集まり、共に語らい、共に歌い、共に

踊る。

2020 年、春。ビデオ電話の向こう、平野さ

んが「あの町」へと誘う音楽を紡ぎだした。

多和田さんの「でんでこでこでん」がモジ

モジしながら踊り始めるのを見た。雨の中、

祭の準備をするレインコートの人びと。傘

をささずに歩く足音は密かに歌っている。

舟のつくり方をつくるところから始まったくにたちオペラ、

昨日と明日の間に遠くの空の音色を聴いて、いよいよ出帆、大海原へ。



滝本直子
Naoko TAKIMOTO

俳優

自由の森学園高等学校卒業後、
渡英。2008 年「劇団黒テン
ト」入団。近年の出演作に『亡
国のダンサー』（劇団黒テン

ト、佐藤信演出）、『あらしのよるに』( 日生劇場、立
山ひろみ演出 )、『夜ヒカル鶴の仮面』（くにたち市民
芸術小ホール、多和田葉子作、川口智子演出）、『4.48 
PSYCHOSIS』（サラ・ケイン作、川口智子演出）など。
自由の森学園高等学校非常勤講師。

多久潤一朗
Junichiro TAKU

フルート

東京藝術大学在学時より現代
音楽を中心に活動を始め、国
内外の作曲家の新作初演を多
数手がける。ソリストとして

もこれまでに新日本フィルハーモニー管弦楽団はじめ
数々のオーケストラと協奏曲を共演した。また自身が
リーダーを務める『マグナムトリオ』はイギリスやカ
ナダ、ロシア、韓国他様々な国の音楽祭からの招待公
演を行なっている。レコーディングも多く、米津玄師

『パプリカ』、アニメ『鬼滅の刃』などのフルート、笛
類も担当している。

西谷牧人
Makito NISHIYA

チェロ

奈良県出身。東京藝術大学及
び大学院を修了後渡米し、イ
ンディアナ大学にて堤剛、ヤー
ノシュ・シュタルケル両氏の

下で研鑽を積む。2005 年に帰国し兵庫芸術文化セン
ター管弦楽団に創設メンバーとして在籍後、2008 ～
2019 年まで東京交響楽団の首席チェロ奏者を務める。
2013 年度青山音楽賞受賞、2008 ～ 2017 年東京藝
術大学非常勤講師。現在ソロ活動と共にジャンルを超
えた演奏活動を行っている。

北村成美
Shigemi KITAMURA

ダンサー、振付家

通 称、 な に わ の コ リ オ グ ラ
ファーしげやん。6 歳よりバ
レエを始め、1992 年英国ラバ
ンセンターにてダンスを学ぶ。

「生きる喜びと痛みを謳歌するたくましいダンス」を
モットーに国内外でソロダンス作品上演を主軸に、日
本各地で市民参加による大型コミュニティダンス作品
を発表。ミュージカルや演劇など舞台作品の振付、音
楽家や美術家との共同製作、映像作品や CM の振付な
ど、数多く取り組む。平成 15 年度大阪舞台芸術新人賞、
平成 22 年度滋賀県文化奨励賞を受賞。一般財団法人
地域創造ダンス活性化支援事業登録アーティスト。

伊東龍彦　Tatsuhiko ITOH　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　舞台監督

学生時代に見た、舞踏の公演をキッカケに裏方の世界に出入りするように。25 才
から４年間、舞台監督の仕事を北村雅則氏に師事。そこで舞台監督の厳しさと魅
力を教わる。以後フリーランスとして演劇・ダンス等の舞台公演に関わり、演出家・
川口智子とも作品製作を共にする。舞台監督の他に、舞台装置のプランや製作等、
様々な仕事を手がける。

横原由祐　Yusuke YOKOHARA　　　　　　　　　　　　　　　　照明

日本大学芸術学部卒業後、照明家齋藤茂男に師事。佐藤信、串田和美演出の公演
のチーフを経て独立。
長塚圭史作演出「老人と建築」、谷賢一演出「シラノ・ド・ベルジュラック」、西
沢栄治「フランドン農学校の豚」、岡田利規「未練の幽霊と怪物」などの照明デザ
インを担当。

新野将之
Masayuki NINO

打楽器

国立音楽大学打楽器科を首席
で卒業。イタリア国際打楽器
コンクール、チェジュ国際管打
楽器コンクール、日本国際打

楽器コンクールにて最高位を受賞。
東京コンサーツ所属。地域創造公共ホール音楽活性化
事業（おんかつ）アーティスト。ブラックスワンプパー
カッション社 / サンダーボルトパーカッション社アー
ティストエンドーサー。NONAKA パーカッションアド
バイザー。東京音楽学院講師。

中嶋俊晴
Toshiharu NAKAJIMA

カウンターテナー

東京藝術大学大学院修士課程
修了。ウィーン国立音楽大学
大学院リート・オラトリオ専
修およびアムステルダム音楽

院修士課程バロック声楽専攻を共に満場一致の最優秀
栄誉賞付きにて修了。バロック音楽を中心にオペラ、
宗教曲、現代音楽のソリストとして活躍中。日本音楽
コンクール、ブラームス国際コンクール、国際ペティ
レック現代歌曲コンクール等で入選入賞を果たした。
野村財団海外留学助成者、RMF 奨学生、文化庁新進芸
術家海外研修員として欧州各地で研鑽を積んだ。令和
2 年度五島記念文化賞オペラ新人賞受賞。

谷本喜基 Yoshiki TANIMOTO　  コーラスマスター

和歌山県出身。東京藝術大学音楽学部声楽科卒業。大学
在学中より器楽・声楽奏者の伴奏を数多く務める。現在は
都内を中心に数々の合唱団の音楽監督・指導者を務めるほ
か、指揮者、ピアニスト、アンサンブル歌手、イングリッ
シュハンドベル奏者、またアレンジャーなど多岐にわたる

活動を展開している。Vocal Ensemble 歌譜喜、ヴォーカルアンサンブル カペラメ
ンバー。音楽団体「イコラ」主宰。

せせらぎ 古賀彰吾　　 スティルト指導
Shogo KOGA

早稲田大学卒。2011年座・高円寺劇場創造アカデミー修了。
2012 年　劇団ドクトペッパズ結成。パペットやオブジェクト
を使った子供向けの作品を創作、上演する。東京都北区文化
活動拠点ココキタ　レジデンスアーティスト。また、三茶 de

大道芸への出演をきっかけに大道芸人〈せせらぎ〉の活動を開始。全国各地の大道芸フェ
スティバルに参加。2017 年　ヘブンアーティストライセンス取得。演劇と大道芸との二
足の草鞋の活動を継続している。

山田宗一郎
Soichiro YAMADA

俳優

一橋大学卒業。三年間一般企
業で勤務し、世間の水が合わ
ないことを入念に確認した後、
座・高円寺劇場創造アカデミー

に入所。修了後は幅広いジャンルの作品に出演する。
主な出演作にフランドン農学校の豚～注文の多いオマ
ケ付き』（座・高円寺、西沢栄治演出、宮沢賢治原作）、

『タバタバ』（ベルナール = マリ・コルテス作、川口智
子演出）、ブロードウェイミュージカル『メリリー・
ウィー・ロール・アロング』( 天王洲銀河劇場、宮本
亜門演出 ) など。一児の父。

鈴木広志
Hiroshi SUZUKI

サクソフォン

クラシック、ジャズ、ポップス、
現代音楽の分野で活躍するサ
クソフォン奏者 / 作曲家。狩
野永徳作の国宝 上杉本洛中洛

外図屏風とのコラボレーションをはじめ、活弁と生演
奏による無声映画の上映や様々な企画で西へ東へ。朝
ドラ「あまちゃん」大河ドラマ「いだてん」( 音楽 大
友良英 ) ではテーマ曲 / 劇中音楽を演奏。清水靖晃、
大橋トリオ、椎名林檎、くるり、林正樹、ゴンチチ、
田中庸介、小野リサらと国内外のフェスティバルやレ
コーディングで共演を重ねる。東京藝術大学卒業。

悪原至
Itaru AKUHARA

打楽器

国立音楽大学卒業時に矢田部賞
を受賞し、同大学院修士課程修
了時には最優秀賞を受賞。同大
学大学院より博士号（音楽）を

取得。ALM Records より『打楽器×悪原至Ⅱ』など２つ
の CD をリリース。2021 年、東京オペラシティ文化財団
主催のリサイタルシリーズ「B → C」に出演。第 23 回日
本クラシック音楽コンクールなど、国内４つのコンクール
で第 1 位を受賞。岐阜聖徳学園大学専任講師。洗足学園
音楽大学、国立音楽大学附属中学・高等学校非常勤講師。

吉川真澄
Masumi YOSHIKAWA

ソプラノ

岸和田生まれ。桐朋学園大学研
究科声楽専攻修了。文化庁国内
芸術インターンシップ研修生。
オペラ「ポポイ」、モノオペラ「邪

宗門」等多くの作品の初演を務める。〈DUOうたほぎ〉〈デュ
オ ORIGAMI〉を結成し、演奏機会の少ない作品や日本語
の歌を歌う事に力を注いでいる。コロナ禍においてアカ
ペラ、朗読、弾き歌いで構成される “ ひとりっきりのコン
サート ” プロジェクトを始動。CD は「Pop Song」「うた
ほぎ vol.1 ～ 3」「四季の四部作」等。松方音楽大賞受賞。
佐治敬三賞受賞。東京混声合唱団レジデントメンバー。
エル・システマジャパン東京子どもアンサンブル指導者。

谷口智子 Tomoko TANIGUCHI　　　　　　　 美術

建築家。住まい・お店・遊び場など「人の営みに働きかける場」
をテーマに空間設計している。瀬戸内国際芸術祭 2010 で「オ
ルガン」を展示（男木島にて滞在制作）。座・高円寺「リトル
高円寺」会場デザインとワークショップ（2011 年）。「みんな
でつくるジャングルジム」ワークショップ企画・デザイン・運

営（2012 年）。など、作る現場と遊びについての活動も行っている。その他、既存不
適格建物の改修設計、福祉施設の企画設計（改修）など、使い継ぐ建物の設計にも携わっ
ている。ティー・プロダクツ建築設計事務所 代表。　http://www.t-products.net

三神絵里子
Eriko MIKAMI

打楽器

神奈川県横浜市出身。東京・
神 奈 川 を 中 心 に マ リ ン バ ソ
ロ や ア ン サ ン ブ ル、 ワ ー ク
ショップ、講師などを行う傍

ら、2016 年よりハンドパン演奏を開始、多岐にわたり、
活動を拡げる。
桐朋学園大学音楽学部マリンバ専攻卒業、同大学研
究科修了。マリンバを安倍圭子、高田亮、打楽器を
佐野恭一、塚田良幸の各氏に師事。「Youth Classic」

「Marimba Cofflet」メンバー。

平野太一朗
Taichiro HIRANO

テノール

1992 年鹿児島県出身。’15 年
に東京藝術大学卒業、’19 年
に東京混声合唱団入団。アマ
チュアの合唱指揮や指導も行

う。'13 年にオペレッタ『こうもり』でデビュー。以降、
オペラの舞台でも活動し、多彩なキャラクターを演じ
分けることを信条としている。
出演歴 ( 時系列 )：『こうもり』アルフレード（日本語
上演）・伊藤康英作曲『ミスター・シンデレラ』卓也・『魔
笛』モノスタトス（日本語上演）・『メリー・ウィドウ』
カミーユ（抜粋、日本語上演）・林光作曲『おこんじょ
うるり』ごんすけ・『蝶々夫人』ゴロー、ほか。

水戸見弥子 Miyako MITO　　　 稽古ピアニスト

桐朋学園大学音楽学部演奏学科ピアノ専攻卒業。同アン
サンブル・ディプロマコース修了。
母校の声楽科、オペラ研修所の伴奏員を経て、 現在は、声
楽・合唱・室内楽をはじめとする全国各地でのコンサー
トや音楽祭、録音、 またカーネギーホール等の海外公演に

も度々同行し、国内外で活発に演奏活動を行っている。

池上英樹
Hideki IKEGAMI

マリンバ、打楽器

８歳から演奏を始める。大阪
教育大学を経て、ロームミュー
ジックファンデーション、野
村国際財団より奨学金を受け、

1997 年 パリ国立音楽院 (CNR)、パリ国立高等音楽院
(CNSM) へ留学。 1997 年 第 46 回ミュンヘン国際音
楽コンクール打楽器部門で最高位入賞。 その後カール
スルーエ音楽大学 (KE) で学ぶ。1999 年 第 16 回日本
管打楽器コンクール打楽器部門第 2 位入賞。 2004 年
度 青山音楽賞、2005 年度文化庁芸術祭音楽部門新人
賞などを受賞。

佐藤芳明
Yoshiaki SATOH

アコーディオン

国立音楽大学在学中に独学で
アコーディオンを始める。
卒 業 後 渡 仏、C.I.M.Ecole de 
Jazz にてアコーディオニスト・

Daniel Mille に師事。
既存のアコーディオンのイメージにとらわれない独自
のサウンドで、ライブ、レコーディング、アーティス
トサポート、舞台音楽など、様々な現場で数多くの仕
事をこなし、国内外を問わず、ジャンルを越えて幅広
く活動。

齋藤綾乃
Ayano SAITO

打楽器

桐朋学園大学音楽学部打楽器
専 攻 卒 業。 桐 朋 オ ー ケ ス ト
ラ・アカデミー研修過程修了。
2014 年 ( 公財 ) 千葉交響楽団

入団。2016 年 INC. とサイスタジオ共催 朗読と打楽
器によるデヴィッド・オーバーン作「プルーフ - 証明 -」
出演。2018年千葉響有志公演にてラヴェル作 組曲「マ・
メール・ロワ ( 室内楽編曲版 )」、2019 年同公演プロ
コフィエフ作「ピーターと狼」の打楽器とナレーショ
ン担当。打楽器トリオ「とことんトン！」メンバー。

渡辺ゆき
Yuki WATANABE

メゾソプラノ

横浜出身。国立音楽大学附属
音楽高等学校、国立音楽大学
声楽科卒業。
2004 ～ 2017 東 京 混 声 合 唱

団員。2018 年国立劇場にて平野一郎作曲「胡絃乱聲」
出演。
現在、町田シティオペラ会員、プルメリアミュージッ
クスクール声楽講師を務める。アイリッシュハープと
歌のユニット「フェストゥーン」メンバー。

giee　　　　　　　　 衣裳

岩戸洋一・本柳里美
Yoichi IWATO / Satomi MOTOYANAGI

佐々木礼子 Reiko SASAKI　衣裳助手

giee ／舞台衣裳家、染色家。現代舞踊、モダンダンス、コンテンポラリーなどの
舞台衣裳を多数手掛ける。第 36 回ニムラ舞踊賞（馬場ひかり )、第 34 回 江口隆
哉賞（坂本秀子 )、金井芙三枝『プロメテの火』など。 岩戸洋一／幼少より日本画、
油画に親しみ塑像、引き染め、友禅染の洋画的アプローチ。 本柳里美／文化服装
学院を卒業後、故前田哲彦（舞台美術家）に師事。

奥秋大樹
Daiki OKUAKI

バス

山梨県出身。甲斐清和高等学
校音楽科第 16 期生、武蔵野
音楽大学声楽専攻卒業、武蔵
野音楽大学大学院声楽専攻首

席修了、第 19 回東京音楽コンクール第 3 位、第 88
回及び第 90 回日本音楽コンクール声楽部門（オペラ）
入選、第 48 回イタリア声楽コンコルソ金賞受賞、第
2 回ロシア声楽コンクール学生部門第 1 位ならびに翌
第 3 回ロシア声楽コンクール一般部門第 1 位入賞。そ
の他各種コンクール上位入賞多数。声楽を亀井陽二氏、
岸本力氏、Luther-H.Ichimura 氏、高橋達也氏、Elena 
Rizzo 氏に師事。

定行夏海 Natsumi SADAYUKI　　　　　 振付助手
　　
幼少より⻄アフリカの伝統芸能を柳⽥知⼦⽒と⺟である定⾏雅
代より学ぶ。中学生からNPO 法人みやぎダンスの舞台作品に
参加。2008 年京都造形芸術大学舞台芸術学科に入学しコン
テンポラリーダンスを伊藤キム、寺⽥みさこらに師事。現在は「誰
もが対等に在れる場づくり」を目指し、ダンサー、ワークショッ

プファシリテーター、振付等インクルーシブダンスを中心に活動中。福祉の現場で運動療
育士 ®として児童発達支援も行っている。東京 2020 パラリンピック開閉会式にアカン
パニストとして出演。AfroDanceGroove インストラクター /SLOW LABEL スペシャリスト。

アーティストプロフィール

スタッフプロフィールPh: いはらほつみ

Ph: Shotoku Koh

©︎T.Tairadate
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多和田葉子　複数の私　Vol.05

4.30（土）5.2（月）5.3（火・祝）

助成申請中：（一財）サントリー音楽財団
「第22回佐治敬三賞」
協力：NPO芸術文化ワークス
後援：国立市、国立市教育委員会

上演時間：およそ120分 ＋ 休憩20分

https://kuzaidan.or.jp/hall/
〒186-0003　東京都国立市富士見台2-48-1
電話　042-574-1515　ＦＡＸ　042-574-1513
E-mail: hall@kuzaidan.or.jp

主催：
公益財団法人くにたち文化・スポーツ振興財団
くにたち市民芸術小ホール

会場： くにたち市民芸術小ホール
（東京都国立市富士見台 2-48-1）　

公益財団法人  くにたち文化・スポーツ振興財団  くにたち市民芸術小ホールAquaP / PIXTA

2022.

３回公演

Guest
Rectangle


